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都|ド詞画の恩師の大塚全一先生は,研究者を「者Jがつく職業になぞらえて,易者,医者,学者,役者,芸者に分け

ていた。そして,「計画をするなら『易者を目指せ』Jとの指南であった。物流の恩師の中西眸先生からは「理工学部出

身なら数字は扱えるだろう。しかし都市も物流も,人 や々社会とともにある。だからこそ,『縦書きの考え方を身につ

けろ』Jと言われた。

どちらも禅問答のようで思い悩んでいたとき,「この本は,是り|:読むべきですよJと後輩に薦められた本が,「第二世

イtの学問Jという新古だった.

第 1比代の学 llが「自然を調べ,記述し,分類する(博物学)」,第二世代が「分類の結果を分析し演繹する(分析学)」,

第 il吐代は「これらを総合化するもの(llx説法)Jとのこと。データを集めたり分析するだけでは,総合的な視点を欠き,

大きなll流の変化も把握もできず,結局は剰iしい発見や本質的な解決にも結びつかないという趣旨である。

llt説法については,ウェゲナーが唱えた大陸移動説を題材に展開している。ウェゲナーは植物分布や地形地質を

調べ,「人陸移動1)ι」を||えるが,当時は「どのようなメカニズムで移動するのか」が証明できなかったために,否定さ

れたままだった。しかしその後の技術の発達により,死後何 「11かたって認められる。

ここでは,「第 ^|IL代と第il世代の学問を通過していないと,第二|IL代と言っても与太r FTになってしまう」「根本は直

感」「アリストテレスがすでにllx洸法を|:い当てている」などの言葉をちりばめながら,物lHや哲学から生態学まで幅

広く地球学を対談している。第二||1代の学 |りとして,仮説を立てて|「l題の枠組みを総合的に捉えることが重要との

指摘は,301'たった今でも決して色あせることはない。

この本をi luんで以来,論川!に奥打ちされたllx説を組み立てることこそが「///J者に近づく道J,直感をさまざまな論理

で総合化することこそが「縦||卜き思考に近づく道Jと考えてきたのこのことは,とりわけ いヽ門である物流研究で役にたっ

た.、ただし,筆者にとって,道なかばであることに変わりはない。

まだ見ぬ将来の湘
`|∫

イli活を思い浮かべ,これを組み人れながら都|ドを計画する人にこそ,ぜひとも読んで欲しい

本であるで,

(紹介 :東京海洋大学理事 副学長 苦瀬博仁)
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本書は,これからは川や運河,助

`な

どの水辺からの

都||∫を|,イ11する時代であるとの認識から,日本,欧米,

アジアの河川からの都I「年生事例が紹介されている.

東京 ・ド樹 |サ|,北 九州 ・紫川,大阪 ・道頓,1川,人川,

名 lf屋・ll川,徳島 ・新‖J川,恵庭 ・茂It川,漁川,ボ

ストン・チャールズ川,マンチャスター・マージ川,テキ

サス・サンアントニオ川,ロンドン・テームズ川,パ リ

セーヌ川,ケルン,デュッセルドルフ・ライン川,シンガポ

ール川,ソウル・,青渓川,高 雄 ・愛河,上 海 ・責浦江,

Jヒ京 ・転河,バ ンコク・チャオプラヤリ||の18事例は写

真,1剰面を多く取り入れビジュアル的にも読みやすく,

わが「|のこれからの都市再生について学・・・経験者だ

けでなく学′|,やF民にも参考になる1冊である。

(紹介 :情報委員 入江彰昭)

②櫛詞29

「ミニ,'/tl Jあるいは「ミニlll発Jというキーワードを聞

いて,マイナスイメージを抱く人は多く,戦後の都市計画

や住宅計画あるいは建築計画においては,都′亡ヽならび

にその近傍では高層・高密化を推し進め,郊外部では

テ1画的な戸建住宅団地を供給し,めりはりのきいた都

市住宅地を言1画していくことが望ましいと考えられてい

た。そして社会制度的にもそれを支え,推進する仕組

みが用意されていたが,実態としては評lTできる都市

住宅地は少なく,「ミニ開発」による「ミニ,「建Jが新築

供給に占める割合は今も高い。本書ではこうした現状

から「ミニ戸建」の存在を是として受け止め,諸問題を

解決した「ミニ戸建Jを「まちなか戸建Jと定義し,「まち

なか戸建Jを性能,ビルダー,まちなみ形成等の視点か

ら検言Jすることで,新しい低中層の都市型住宅地像を

模索し,提案している。   (紹 介 :1青報委員 呉東建)
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